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(学会では写真よりも小さいディスプレイで展示いたします。) 

 
本作品のコンセプトは、「人と”つながる”サイネージ」

である。近年増設が進むデジタルサイネージであるが、

その前を素通りする人々が多いことから、人とデジタル

サイネージの距離を近づけるために考案した。その仕組

みは、Beacon（Bluetoothの信号発信器）をユーザに持た
せ、事前に登録したユーザの情報（名前、言語、趣味等）

に適したコンテンツをデジタルサイネージで表示すると

いうものだ。 
Beaconを活用したサービスの多くは、ユーザがスマホ

アプリをインストールしないと情報が得られないため、

サービスの数だけアプリをインストールしなければなら

ないという課題が生じている。そこで本作品では発想を

逆転し、ユーザーがビーコンを所持し、デジタルサイネ

ージで表示されるコンテンツがそのビーコンに反応して

変化するシステムを開発した。ビーコンを所持しなけれ

ばならないという課題はあるが、イベントの入場パスや

グッズなどにビーコンを仕込むことで、スマホアプリを

インストールするよりもユーザの負担が軽減されると予

測した。将来的には、ビーコンの小型化、ソーラーパワ

ーによる電源供給型、量産などが進むことで、導入しや

すい環境になることも予測できる。 

本作品のようにユーザが興味のあるコンテンツが表示

されたり、近づくことでインタラクティブに反応すれば、

デジタルサイネージを視聴する機会が増えることも期待

できる。更にユーザがどのように行動したのか、どのエ

リアにどの程度滞在したのかなどを分析することも可能

にした。将来的には、これらのデータをリアルタイムに

解析し、ユーザの潜在的な趣味趣向を推測して提示する

システムへと改善する予定である。 
ビーコンとデジタルサイネージによる可能性は無限に

広がるだろう。 
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